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研磨機の使用が２週間～3週間全くない場合、図１、2、３のチューブ内のコンパウンドが 

固くなり、詰まってしまう可能性があります。（手動操作でも出せなくなります。） 

 

 

 

研磨機の使用期間が空く場合は、以下の方法でコンパウンドをチューブ内から抜く作業を

お願い致します。 

※作業方法（操作前に下記の注意をご確認下さい。）※図 2の状態で作業して下さい。 

メイン画面右上に表示されている「チェック」ボタンを押します。 

図４の画面から「↓」ボタンを 4 回押して、図５のチェック 5／5 の画面まで進みます。

右下のコンパウンドの「起動」を押すとコンパウンドがノズルより出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意① 「停止」を押さないと、コンパウンドが止まりません。 

注意② 起動前には、図３のようにノズルの下に受け皿（計量カップ） 

やティッシュなどをご用意下さい。 

注意③ コンパウンドが完全に出なくなるまで出し続けて下さい。 

 

作業は以上となります。ご協力有難うございました。 

 

ディスク研磨機 ソメッグマスター（５０連装） 

【コンパウンド（研磨剤）をチューブ内より抜く手順】 


